
◎
論

説

旅
遊
中
国

中
国
に
お
け
る

「三
農
観
光
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状
と
課
題
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は
じ
め
に

中
国
の
観
光
業
は
新
中
国
の
建
国
か
ら
約
三
〇
年
間
の

「政
治
主

ム
　
　

導
期
」
を
経
て
、

一
九
七
八
年
以
降

の
全
般
的
な
改
革
開
放
と
と
も

に
飛
躍
的
な
高
度
成
長
に
入

っ
た
。
現
在
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド

(海
外

か
ら
中
国

へ
の
入
国
旅
行
)
に
と
ど
ま
ら
ず
、

ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド

(中
国
か
ら

の
出
国
旅
行
)
も
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
出
国

人
数
、
旅

行
可
能
地
域
、
費
用
総
額
等
、

い
ず
れ
を
と

っ
て
み
て

も
、
大
き
な
潜
在
的
可
能
性

に
満
ち
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
、
国
内
旅
行
と
海
外
旅
行
は
い
ず
れ
も
生
活

の
必
要
以
外

の
目
的
の
た
め
に
お
金
を
消
費
す
る
こ
と
で
あ
る
。
近
年
、
G
D
P

(国
内
総
生
産
)

の
総
額

お
よ
び

一
人
当
た
り
の
経
済
収
入
は
確
か

に
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
る
と
は
い
え
、
国
民

一
人
ひ
と
り
の
所
得
水

準

の
底
上
げ
は
意
外
と
低

い
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
状
態
で
あ

る
。
貧
富
格
差
お
よ
び
所
得
格
差

の
急
速
な
拡
大
、
農
村
需
要
の
伸

び
悩
み
、
社
会
保
障
制
度

の
整
備
と
機
能
の
不
備
な
ど
は
、
観
光
旅

行

・
レ
ジ
ャ
ー
が
で
き
る
ほ
ど
十
分
な
経
済
力
を
持

つ
国
民
の
数
が

国
力
全
体
の
増
大
と
必
ず
し
も
正
比
例
せ
ず
、
依
然
と
し
て
多
く

の

国
民
は
観
光
旅
行

・
レ
ジ
ャ
ー
に
必
要
な
経
済
的
余
裕
を
有
し
な
い

こ
と
を
意
味
す
る
。

観
光
業
の
さ
ら
な
る
発
展
を
図
り
、
と
り

わ
け
業
界
全
体
に
お
け

る
都
市
と
農
村

の
著
し
い
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
打
開
す
べ
く
、

一
九
九

〇
年
代
以
降
、
国
家
旅
遊
局
は
新
た
に

「三
農
観
光
」
を
提
起
し
、

農
村
地
域
で
の
観
光
開
発
と
観
光
振
興
を
大

々
的
に
奨
励
す
る
こ
と

に
乗
り
出
し
た
。
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で
は
、

「三
農
観
光
」
は
中
国
観
光
業

の
中
で
ど
の
よ
う
な
社
会

的
背
景
か
ら
提
起
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
政
策
的
目
標
を
付
与
さ
れ
て

い
る
の
か
、
ま
た
、
近
年
全
国
各
地

で
展
開
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な

取
り
組
み

は
ど

の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
ど
こ
ま
で
進
展
し
て
い
る

の
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
問
題
点
お
よ
び
課
題
を
抱
え
て
い
る
の

か
、
そ

の
改
善
策
を
ど
う
探
る
べ
き
な
の
か
。

こ
う
し
た
点
を
中
国

観
光
業

の
全
体
に
対
す
る
評
価
を
踏
ま
え
つ
つ
、

マ
ク
ロ
的
に
考
察

し
て
み
る

の
が
本
稿
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

三
農
観
光
促
進
の
社
会
的
背
景

e

所
得
格
差
の
急
速
な
拡
大

国
民

の
観
光
旅
行
の
発
展
は
国
民
全
体

の
所
得
の
増
大
を
必
須
条

件
と
す
る
。
所
得

の
増
大
は
も
し

一
部

の
国
民
に
大
き
く
偏

っ
た
形

で
進
め
ば

、
結
局
、

一
部

の
国
民
の
観
光
旅
行
の
活
発
化
を
も
た
ら

す
に
と
ど
ま

っ
て
、
必
ず
し
も
国
民
全
体

の
観
光
旅
行

の
底
上
げ
に

つ
な
が
ら
な
い
。
逆
に
い
え
ば
、
も
し
所
得
格
差
の
拡
大
や
深
刻

で

不
公
平
な
所
得
分
配
な
ど
と
同
時
進
行
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
経
済
所

得

の
増
大
は
国
民

の
観
光
旅
行
の
発
展
と
正
比
例
的
な
関
係
の
形
成

が
で
き
ず

、
本
来
実
現
可
能
な
は
ず
の
国
民
の
観
光
旅
行
の
発
展
は

か
な
り
制

約
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

実
際
、
残
念
な
が
ら
、
中
国
の
長
期
的
な
高
度
経
済
成
長
お
よ
び

経
済
所
得
の
増
大
は
、
決
し
て
国
民
の
所
得
が
平
均
的
に
増
加
し
て

い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
な

い
。
国
家
統
計

局
が
公
表
し
た
統
計

デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、

一
九
七
八
年
か
ら
の
約

三
〇
年
間
、
都
市
住
民

と
農
村
住
民
の
所
得
格
差
が
二
倍
を
割
り
込

ん
だ
時
期
も
あ

っ
た

が
、
縮
小
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
お
ら
ず
、
む
し
ろ
さ
ら
な
る
拡
大
に

傾

い
て
い
る
。

都
市
部
に
お
け
る
可
処
分
所
得

の
高

い
水

準

の
上
昇
が
可
能

と

な

っ
た

の
は
、
労
働

者

の
賃
金
水
準

の
急

速
な
上
昇
が
背
景

に

ム
　
　

あ
る
。

一
方
、
農
村
住
民

の
純
収
入
も
毎
年

の
よ
う
に
増
え
て
い
る

と
は
い
え
、
伸
び
率

は
都
市
住
民
の
可
処
分
収
入
に
な
か
な
か
追

い

つ
か
な
い
。
と
り
わ
け

一
九
九
九
年
以
降
、
両
者

の
開
き
は
い
っ
そ

ム
ヨ
　

う
大
き
く
な

っ
た
。

こ
う
し
て
農
村
住
民

の
所
得
は
依
然
と
し

て
低

い
レ
ベ
ル
に
あ

り
、
増
え
る
ペ
ー
ス
が
非
常
に
遅
い
こ
と
は
、
農
村
住
民
の
観
光
旅

行
を
大
き
く
制
約
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

口

社
会
保
障
制
度
の
立
ち
遅
れ

一
方
、
経
済
所
得
が
増
大
し
て
も
、
観
光
旅
行

へ
の
支
出
は
必
ず

し
も
正
比
例
的
に
増
え
る
と
は
限
ら
な
い
。
と

い
う
の
は
、
市
場
経

済
化

の
進
行
は
同
時
に
国
民

の
生
活
リ
ス
ク
を
大
き
く
増
大
さ
せ
て

お
り
、
国
民
は
そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
よ
り

一
層

の
出
費
が
必
要

に
な

っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

一
見
豊
か
に
な

っ
て
い
る
中
国
国
民
の
生
活
は
、
実
は
さ
ま
ざ
ま
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な
危
険

・
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
自
然
災
害
、
疾

病

・
負
傷
、
障
害
、
失
業

・
転
職
、
生
計
維
持
者

の
死
亡
そ
し
て
老

衰
な
ど
の
リ
ス
ク
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
不
幸
に
し
て
、
そ
の

よ
う
な
大
き
な
事
故
に
遭
遇
し
、
稼
得
能
力
を
長
期
的

に
損
耗
ま
た

は
喪
失
す
る
よ
う
な
事
態
に
陥

れ
ば
、
家
族
を
含
め
て
生
命

・
生
活

が
脅
か
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

こ
れ
ら
個
別
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら

ず
広
範
囲
に
発
生
す
る
社
会
的
な
リ
ス
ク
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、

社
会
保
障
制
度
の
整
備
と
改
善

が
強
く
求
め
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、

中
国
の
社
会
保
障
制
度

は
決
し
て
国
民
の
リ
ス
ク
に
十
分
に
対
処

で

き
る
も
の
に
ま
で
発
展

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
特

に
農
村
地
域

に
お
け
る
社
会
保
障
制
度

の
整
備
は
大
き
く
立
ち
遅
れ
て
お
り
、
老

全国の預金残高の推移

単位:億 元

年末預金残高

210.6

399.5

1,622.6

7.119.8

前年比増加額

29.0

118.5

407.9

1,923.4

後
生
活
の
保
障
は
も
ち
う
ん

表1

病
気
治
療
、
教
育
、
住
宅
な
ど
に
お

年 年末預金残高 前年比増加額

1978 210.6 29.0

・:1 399.5 118.5

1985 1,622.6 407.9

1990 7,119.8 1,923.4

1995 29,662.3 8,143.5

2000 64,332.4 4,976.7

2001 73,762.4 9,457.6

2002 86,910.6 13,233.2

2003 103,617.3 16,631.6

2004 119,555.4 15,929.4

2005 141,051.0 21,496.8

出所:国 家統計局編 『中国統計年鑑2006』

中国統計 出版社、347頁 より作成。

い
て
も
社
会
保
障
の
機
能
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況

の
中

で
、
中
国
国
民
の
所
得
は
日
常
生
活
に
消

費
さ
れ
る
以
外
に
、
大
部
分
は
金
融
機
関
に
預
け
る
か
、
株
投
資

に

注
が
れ
る
。
全
国
の
預
金
残
高
は

一
九
七
八
年
に
は
わ
ず
か
二

=

億
元
程
度
で
あ

っ
た
が
、
九
〇
年
代
中
頃
よ
り
年
を
追
う
ご
と
に
大

幅
に
増
加
し
、
二
〇
〇
五
年
に
は

一
四
兆

一
〇
〇
〇
億
元
を
超
え
た

(表
1
)。

消
費
を
刺
激
し
、
内
需
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
ま
ず
金
利

の
引
き

下
げ
を
実
施
す
る
の
が
世
界
的
な
や
り
方
で
あ
る
。
中
国
も

一
九
九

六
年
五
月

一
日
の
第

一
回
目

の
金
利
引
き
下
げ
か
ら
何
回
も
実
施
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
預
金
残
高

は
依
然
と
し
て
大
幅
に
増
え
続
け

る

一
方
で
あ
る
。

で
は
、
中
国
国
民
は
な
ぜ
金
を
こ
こ
ま
で
貯
め
る

(ま
た
は
貯
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
)
の
か
。
中
国
社
会
科
学
院

「中
国
社
会
発
展

中
長
期
予
測
」
課
題
グ
ル
ー
プ

は

一
九
九
九
年
七
月
～
八
月
に
六
三

都
市
の

一
六
歳
以
上
の
住
民
二
五
九
九
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
貯
蓄

の
主
な
目
的
と
し
て
、

「子
供

の
教
育
」
を
選
択
し
た
被
調
査
対
象

者
が
も

っ
と
も
多
く
、

ほ
か
に
病
気
の
治
療
、
老
後

の
生
活
、
住
宅

の
購
入
と
い
っ
た
順
に

な

っ
て
い
る

(表
2
)。

現
在
中
国
が
直
面
し
て
い
る
問
題
は
、
需
要

の
停
滞
や
生
産
過
剰

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
国
民
の
潜
在
的
な
需
要
が
十
分
に
引
き
出
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
も
大
き
な
課
題

で
あ
る
と

い
え
る
。
そ
の
う
ち
、
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観 め て 国 も
光'き 民 つ
旅 国 た の と
行 民 国 後 も
な の 民 顧 重
ど 生 の の 視
に 活 自 憂 す
消 不 信 い べ
費 安 不 が き
し を 足 多 な
て 解 で す の
も 消 あ ぎ は
ら し ろ る'
う な う と 社
の い ゜い 会
は 限 社 う 保
当 り 会 社 障
然'保 会 制無

も 障 的 度
理 つ 制 背 が
で と 度 景 不
あ 多 の の 備
る く 整 下 で゜の 備 で あ

金 を 現 り
を 進 れ'

表2都 市住民の貯蓄の主な目的

順位

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

貯蓄の 目的

子どもの教育

病気の治療

老後生活

住宅の購入

現在大きな支出がない

将来の投資

貯金 していない

リスクなき利息獲得

その他

高級消費財 の購入

%

64.1

51.4

46.2

37.1

23.6

18.9

18.3

15.7

14.5

10.1

注:回 答は3項 目限定。

出所:汝 信 ・陸学芸 ・単天倫主編 『社会藍

皮 書 ・2000年:中 国社会形 勢分 析与 予

測 』社 会科 学文 献 出版社、2000年 、57

頁 よ り作成。

順位 貯蓄の 目的 %

1 子 どもの教育 64.1

2 病気の治療 51.4

3 老後生活 46.2

4 住宅の購入 37.1

5 現在大きな支出がない 23.6

6 将来の投資 18.9

7 貯金 していない 18.3

8 リスクなき利息獲得 15.7

9 その他 14.5

10 高級消費財の購入 10.1

 

日

農
村
貧
困
脱
却
か
ら
の
要
請

観
光
者

は

一
般
に
経
済
水
準
の
比
較
的
高

い
地
域
か
ら
発
生
す
る

も
の
で
あ

る
。
観
光
者

が
そ
の
他
の
地
域

へ
移
動
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
各
地
域

の
財
政
収

入
の
移
動
と
再
配
分
を
引
き
起
こ
し
、
観
光

地
域
、
と
り
わ
け
低
収

入
観
光
目
的
地
は
観
光
収
入
を
得

て
関
連
産

業
の
発
展
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
。

改
革
開
放
以
降
、
中
国
政
府

は
こ
う
し
た
観
光
業

の
経
済
的
機
能

に
着
目
し
て
、
農
村
地
域
に
お
い
て
も
貧
困
脱
却

の
手
助
け
と
し
て

観
光
開
発
を
展
開
さ
せ
始
め
た
。
国
家
旅
遊
局
に
よ
る
と
、

一
九
九

九
年

の
時
点
で
、
全
国
で
観
光
開
発
に
よ

っ
て
助
け
ら
れ
た
貧
困
人

口
は
三
〇
〇
万
人
以
上
に
達
し
た
。
そ
れ
は
当
時
の
全
国
七
〇
〇
〇

ム　
　

万
人
も
の
貧
困
者

の
四
・二
九
%
を
占
め
る
と

い
う
。

北
京
市
房
山
区

の
下
英
水
村
は
山
間
地
に
位
置
し
、
過
去
に
お
い

て

一
人
当
た
り
の
年
間
所
得
は
五
〇
〇
元
を
超
え
た
こ
と
が
な
か

っ

た
。
住
民
た
ち
は
資
金
を
集
め
て
銀
狐
洞
を
開
発
し
て
か
ら
豊
か
に

な
り
、

一
九
九
五
年
に
観
光
収
入
は
二
〇
〇

万
元
以
上
、

一
人
当
た

り
の
年
間
所
得
は
二
〇
〇
〇
元
を
超
え
た
。
村

の
八
割
の
労
働
力
は

観
光
業
に
就
職
し
、
六
〇
歳
以
上

の
高
齢
者

三
十
数
人
も
村
か
ら
生

活
補
助
金
を
受
給
す
る
よ
う
に
な
り
、

一
〇
万
元
の
資
金
で
立
派
な

ム　
　

小
学
校
が
建

て
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
農
村
地
域

に
お
け
る
観
光
開
発

の
進
展
を
受
け
て
、
最

近
、
社
会
と
経
済
な
ど
の
分
野
で
大
き
く
ク

ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て

き
た

「三
農
問
題
」

(農
民
問
題
、
農
業
問

題
、
農
村
問
題

の
総

称
)
と
関
連
づ
け
た
形

で
、
観
光
業
に
お
い
て
も

い
わ
ゆ
る

「三
農

観
光
」
と

い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

ま
た
、
中
国
政
府
は
近
年
、
都
市
と
農
村

の
格
差
を
縮
め
る
た
め

に
三
農
問
題

の
解
消
に
積
極
的
に
乗
り
出
し
た
が
、
そ
の

一
環
と
し

て
、
三
農
観
光
を
明
確
に
提
起
し
、
農
村
地
域
に
お
け
る
観
光
開
発

を
大
々
的
に
促
進
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
三
農
観
光

の
発
展
に
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よ
っ
て
三
農
問
題
を
解
消
す
る
、
ま
た
、
三
農
問
題

の
解
消
に
よ

っ

て
三
農
観

光
を
促
進
す
る
、
と

い
う
よ
う
な

一
石
二
鳥
と
も

い
う
べ

き
政
策
的
目
標
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

国
家
旅

遊
局

の
郡
瑛
偉
局
長

は
農
村
地
域

に
お
け
る
観
光
開
発

の

意
義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
高
く
評
価
し
て
い
る
。

第

一
に
、
都
市
と
農
村
の
格
差
を
縮
小
し
て
い
る
。
観
光
開
発

に

よ
っ
て
、

ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報
が
農
村
地
域
に
流
れ
る
よ
う

に
な
り
、
農
村
地
域

の
経
済
力

の
増
強
と
農
村
住
民

の
所
得
増
加

に

直
接
貢
献

し
て
い
る
。
試
算
に
よ
れ
ば
、
年
間

一
〇
万
人
の
観
光
客

を
受
け
入

れ
る
規
模

の
観
光
地

は
、
直
接
的
ま
た
間
接
的
>
>>10
0

人
の
雇
用

を
可
能
に
し
、

一
〇
〇
〇
世
帯

の
所
得
増
加
を
も
た
ら
し

て
い
る
。

よ
り
多
く
の
観
光
客
を
誘
致
す
る
た
め
に
、
観
光
開
発
に

取
り
組
ん

で
い
る
地
域

は
自
然
環
境

の
保
護
、
道
路
、
水
道
、
電

気
、
通
信

な
ど

の
イ

ン
フ
ラ
整
備
、
住
宅
、
ト
イ

レ
、
厨
房

の
修

繕
、
緑
化
、
美
化
、
衛
生
に
ま
す
ま
す
力
を
入
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
農
村
地
域
に
お
け
る
経
済
と
社
会
の
調
和
的
発
展
を
促

進
し
て
い
る
。

一
部

の
地
域
は
観
光
開
発

に
取
り
組
ん
で
か
ら
、
資

金
を
集
め

て
教
育
と
医
療

の
整
備
と
向
上
を
図

っ
て
お
り
、
子
ど
も

の
入
学
率

や
農
村
合
作
医
療
の
加
入
率
を
引
き
上
げ
た
。
ま
た
、

一

部

の
地
域

で
は
資
金
を
集
め
て
社
会
保
障
制
度
の
整
備
と
充
実
を
図

り
、
農
村

住
民
も
都
市
住
民
の
よ
う
に
年
金
を
受
け
取
り
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
。

第
三
に
、
内
需
拡
大
に
寄
与
し
て
い
る
。
農
村
住
民
の
経
済
所
得

の
増

大

に

よ

り

、

ムも
　

消
費

の
拡
大
を
可
能
に
し
て
い
る
。

二

三
農
観
光
促
進
の
展
開
状
況

e

三
農
観
光
と
は

「三
農
観
光
」
と
は
、
第

一
に
観
光
商
品

と
し
て
の
農
業
観
光
、

第
二
に
観
光
区
域
と
し
て
の
農
村
観
光
、
第

三
に
観
光
市
場
と
し
て

の
農
村
住
民
観
光

で
あ
る
と
理
解
し
て
よ
か
ろ
う
。

農
業
観
光
は

「農
家
楽
」
と
呼
ば
れ
る
ス
タ
イ

ル
が
主
と
な
る

が
、

ハ
イ
テ
ク
技
術
を
導
入
し
た
農
業
観
光
園
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

そ
の
大
き
な
特
徴
は
農
業
資
源
の

一
部
を
掘
り
起

こ
し
て
観
光
資
源

と
し
て
利
用
し
、
観
光
商
品
と
し
て
売
り
出
す
と

い
う
点
に
あ
る
。

現
在
、
こ
う
し
た
農
業
観
光
は
す
で
に
全
国
的
な
動
き
と
し
て
急
速

に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

農
村
観
光
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
促
進
し
農
村
の
経
済
構
造

を
転
換
さ
せ
て
い
く
と
こ
ろ
に
目
的
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
農
村
地

域
の
風
土
、
風
物
、
風
習
、
風
景
等
を
観
光
対
象
と
し
て
開
発
し
、

旅
行
者
を
受
け
入
れ
て
、
レ
ジ
ャ
ー
、
観
光

、
体
験
学
習
と
い
っ
た

活
動
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
農
村
住
民
観
光
は
、
農
村
住
民
が
観
光
商
品
の
造
成
者
と

提
供
者

に
と
ど
ま
ら
ず
、
観
光
旅
行

の
需
要
者
と
消
費
者
に
な
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
現
在
、
全
国
的
に
見
れ
ば
、
沿
海
部

の
先
進
地
域

中国における「三農観光」の現状 と課題81



の
農
村
住

民
は
す
で
に
観
光
旅
行
に
動
き
出
し
て
い
る
が
、
中
西
部

で
は
そ
の
動
き
が
ま
だ
ま
だ
少
な

い
状
態
で
あ
る
。

農
村
地
域

に
お
け
る
観
光
開
発
は
農
村
住
民
の
貧
困
脱
却
お
よ
び

生
活
改
善

の
方
策

の

一
つ
で
あ
る
と
し
て
、
三
農
観
光
は
ま
す
ま
す

先
鋭
化
す

る
三
農
問
題
を
解
決
す
る
に
有
効
な
処
方
箋
と
し
て
広
く

認
識
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

口

観
光
テ
ー
マ
の
設
定

国
家
旅
遊
局
は

一
九
九
二
年
か
ら
毎
年
、
国
内
外
の
観
光
市
場
の

需
要
に
配
慮
し
て

一
つ
の
テ
ー

マ
を
定
め
、
世
界
に
特
色

の
あ
る
観

光
商
品
を
売
り
出
す
べ
く
大
規
模
な
観
光
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

し
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
共
産
党
中
央
と
政
府
が
打
ち
出
し
た
社
会

主
義
新
農
村

の
建
設
お
よ
び
三
農
問
題

の
解
決
と
い
っ
た
戦
略
的
政

策
を
実
行
す
る
た
め
に
、
国
家
旅
遊
局
は
二
〇
〇
六
年
と
二
〇
〇
七

年

の
観
光

テ
ー

マ
を
そ
れ
ぞ
れ

「中
国
郷
村
遊
」

(中
国
農
村

の

旅
)
と

「中
国
和
譜
城
郷
遊
」
(中
国

の
調
和

の
と
れ
た
都
市
と
農

村

の
旅
)

に
定
め
た
。
二
〇
〇
六
年

の
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
は

「新
農

村
、
新
旅

遊
、
新
体

験
、
新
風
尚
」
(新
農
村
、
新
旅
行
、
新
体

験
、
新

流

行
)
、
二
〇

〇
七
年

の
キ

ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
は

「魅
力
郷

村
、
活

力

城
市
、
和
譜
中
国
」
(魅
力
あ

る
農
村
、
活
力
あ

る
都

市
、
調
和

の
と
れ
た
中
国
)
で
あ
る
。

二
〇
〇
七
年
三
月
二
〇
日
、
国
家
旅
遊
局
と
農
業
部

(中
央
省

庁
)
は
北
京

で

「社
会
主
義
新
農
村

の
建
設
と
農
村
観
光
の
発
展
を

促
進
す
る
た
め
の
協
力
覚
書
」
に
調
印
し
た
。
共
産
党
中
央
が
打
ち

出
し
た
社
会
主
義
新
農
村

の
建
設
と
い
う
戦
略
的
方
針
を
実
行
し
、

三
農
資
源
を
十
分
に
利
用
し
て
観
光
業
を
発
展
さ
せ
、
農
業
の
機
能

と
分
野
を
全
面
的
に
開
拓
し
、
農
村
住
民

の
収
入
増
を
目
指
す
た

め
、
国
家
旅
遊
局
と
農
業
部
は
手
を
携
え
て
三
農
観
光

の
促
進
に
乗

り
出
し
た
の
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
第

=

次
五
か
年
計
画

(二

〇
〇
六
～

二
〇

一
〇
)
の
実
施
期
間
中
に
全

国
で

「農
村
観
光
百
千

万
工
程
」
を
立
ち
上
げ
る
。
同
工
程
は
、
全

国
に
特
色
の
あ
る
県
百

か
所
、
特
色

の
あ
る
郷

一
千
か
所
、
特
色
の
あ
る
村

一
万
か
所
を

モ

デ
ル
と
し
て
作

る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇

一
〇
年
ま
で
毎
年
、

観
光
開
発
に
よ

っ
て
、
農
村
労
働
力
を
直
接
就
業

で
三
五
万
人
、
間

接
就
業
で

一
五
〇
万
人
増
や
し
、
観
光
業
に
従
事
す
る
農
村
住
民
の

一
人
当
た
り
年
間
純
収
入
を
五
%
ア
ッ
プ
さ

せ
る
。

日

農
村
観
光
の
展
開

観
光
開
発
は
ま
ず
観
光
資
源
の
存
在
が
前

提
条
件
と
な
る
。
農
村

地
域
に
お
け
る
観
光
開
発
と
い
え
ば
、
当
然

農
業
資
源
の
存
在
お
よ

び
そ
れ
に
対
す
る
有
効
な
利
用
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。

農
業
資
源
は
農
業
活
動

で
利
用
可
能
な
資

源
で
あ
り
、
農
業
自
然

資
源
と
農
業
社
会
資
源
と
に
大
別
さ
れ
る
。
農
業
自
然
資
源
は
農
業

生
産
お
よ
び
関
連
領
域
で
利
用
可
能
な
自
然

要
素
で
あ
り
、
空
気
、

土
壌
、
水
域
、
生
物
、
鉱
物
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

一
方
、
農
業
社
会

資
源
は
農
業
生
産
実
践
と
生
活
実
践
の
中

で
蓄
積

さ
れ
て
き
た
社
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会
、
政
治

、
経
済
、
文
化
と
密
接
に
関
わ
る
資
源
で
あ
り
、
農
業
労

働
力
、
科

学
技
術
、
労
働
成
果
、
民
俗
、
習
慣
な
ど
が
該
当
す
る
。

中
国
は
広

大
な
国
土
、
豊
か
な
自
然
環
境
、
長

い
農
業

の
歴
史
を
持

つ
国
で
あ

る
。
そ
の
農
業
資
源

は
多
彩
を
極
め
て
お
り
、
個
性
的
な

ム
ァ
　

も
の
が
非

常
に
多

い
。

中
国

の
豊
か
な
観
光
資
源
は
そ
の
約
七
〇
%
が
広
大
な
農
村
地
域

に
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
農
村
地
域
の
観
光
開
発
は
大
き
な
潜

在
的
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
近
年
全
国
各

-国

・

-

一
蕪

地

の
実
践
を
通
し
て
、
す
で
に
い
く

つ
か
の
モ
デ
ル
が
形
成
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
「郷
村
度
假
休
閑
型
」
(農

村
レ
ジ
ャ
ー
型
)
、

「依

托
景
区
発
展
型
」

(観
光
地
を
拠
り
所
に
し
て
発
展
す
る
型
)
、
「旅

遊
城
鎮
建
設
型
」

(観
光
開
発

で
都
市
化
を

目
指
す
型
)、
「原
生
態

文
化
村
塞
型
」
(原
生
文
化
集
落
型
)、

「民
族

風
情
依
托
型
」
(民
族

文
化
を
拠
り
所
に
し
て
発
展
す
る
型
)
、
「特
色
産
業
帯
動
型
」

(特

産
品

の
開
発
販
売
を
主
力
と
す
る
型
)、
「現
代
農
村
展
示
型
」

(近

代
農
業
を
目
玉
商
品
と
す
る
型
)
、
「農
業
観
光
開
発
型
」
、
「生
態
環

境
示
範
型
」
(生
態
環
境
保
護

型
)
、
「紅
色
旅
遊
結

観光開発が進み 「中国の最も美 しい村」と称賛 される

江湾村(江 西省婆源県、2006年 筆者撮影)

合
型
」

(革
命
史
跡
観
光
型

)
な
ど

が
挙
げ

ら
れ

る
。中

で
も
も

っ
と
も

一
般
的

な
の
が

「農
家
楽
」
と

い
う
も
の
で
、
農
家
が
レ
ス
ト
ラ

ン
や
旅
館
を
経
営

し
、
農
村

の
独
特

の
料
理
や
娯
楽
を
観
光
客

に
提
供

す
る
。

農
家
楽
は

一
九
八
七
年
に
成
都
市
郷
県
友
愛
鎮
農

科
村
の
徐
家
大
院
で
始
ま

っ
た
と

い
わ
れ
る
。

一
日

を
か
け
て
農
家

の
庭
、
農
村

の
風
景
、
農
家

の
料
理

を
楽
し
む
が
、
費
用
は
わ
ず

か

一
〇
～
二
〇
元
程
度

で
あ

っ
た
。
こ
の
新
し
い
観
光

・
レ
ジ
ャ
ー
を
人
々

は
名
づ
け
て
農
家
楽
と
呼
ん

で
い
る
。
二
〇
〇
六
年

四
月

一
二
日
に
開
催
さ
れ
た
第

一
回
中
国
農
村
観
光

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
幕
式

で
、
国
家
旅
遊
局
は
成

中国にお ける「三農観光」の現状 と課 題g3



ハ
お
　

都
市
に

「中
国
農
家
楽
観
光
発
祥
地
」
と
い
う
称
号
を
与
え
た
。
も

ち
ろ
ん
、
農
家
楽
は

一
つ
の
比
較
的
分
か
り
や
す

い
モ
デ
ル
で
あ

り
、
農
村
観
光
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
存
在
す
る
。

国
家
旅
遊
局
の
推
計

に
よ
れ
ば
、
農
村
観
光
が
受
け
入
れ
る
観
光

客
は
年
間
観
光
客
総
人
数

の
三
分
の

一
を
占
め
る
三
億
人
に
達
し
て

い
る
。

ま
た
、
農
村
観
光

の
収
入
は
四
〇
〇
億
元
を
超
え
て
い
る
。

毎
年

三
回
も
あ
る
大
型
連
休
に
は
、
観
光
旅
行
に
出
か
け
る
都
市
住

民
は
そ

の
約
七
〇
%
が
農
村
観
光
に
行

っ
て
い
る
。
大
型
連
休
ご
と

井 岡山の 「農家楽」(江西省井岡山市、2007年 筆者撮影)

る
。
重
要
な
観
光
商
品
は
、

る
ハ
イ
テ
ク
農
業
観
光
、

る
葡
萄
お
よ
び
葡
萄
酒
文
化
観
光

る
農
業
体
験
観
光
、

る
。
二
〇
〇
五
年
、

を
受
け
入
れ
た
。

ら
は
二
〇
〇
四
年
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

ム
い
　

 と

な

っ

た

。

に
約
六
〇
〇
〇
万
人
も

の
都
市
住
民
が
農
村
観
光
に

出
か
け
て
い
る
。

そ
れ
を
受
け
て
、
二
〇
〇
六
年
九
月
五
日
に
貴
州

省

で
開
催
さ
れ
た

「
二
〇
〇

六
年
農
村
観
光
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
席
上
、
国
家
旅
遊
局
の
郡
瑛
偉
局

長
は
、
農
村
観
光
は
す
で
に
観
光
業
成
長
の
新
た
な

支
え
に
な

っ
て
い
る
と
高
く
評
価
し
た
。

山
東
省
秦
皇
島
市

の
農
村

観
光
は
市
全
体
の
観
光

業

の
重
要
な
部
分

に
な

っ
て
お
り
、
観
光
客
の
受
入

数
は
全
体
の

一
割
ほ
ど
ま
で
増
え
た
。

二
〇
〇
六
年

の
時
点

で
同
市
に
は
、
市
級

以
上

の
農
村
観
光
区

(
ス
ポ

ッ
ト
)
は

一
二
か
所

あ
る
。
そ
の
う
ち
、
国

家
4
A
級
観
光
区
は

一
か
所

、
全
国
工
業
農
業
観
光

モ
デ
ル
区
は
四
か
所
、
省
級
農
村
観
光

モ
デ
ル
区
は

二
か
所
、
市
級
農
村
観
光
モ
デ
ル
区
は
四
か
所
で
あ

北
戴
河
集
発
農
業
観
光
園
を
代
表
と
す

昌
黎
葡
萄
溝
と
盧
龍
飽
子
溝
を
代
表
と
す

山
海
関
望
硲
山
荘
を
代
表
と
す

撫
寧
董
家
口
を
代
表

と
す
る
山
水
観
光
が
あ

同
市
は
国
内
外
か
ら

一
五
二
万
人
も
の
観
光
客

入
場
料
収
入
は

一
〇
五
四
万
元
に
達
し
た
。
そ
れ

、

一
四

・
五

%

と

二
〇

・九

%

の
伸

び
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こ
う
し
た
農
村
観
光
の
促
進

は
現
在
政
府
の
指
導
者
お
よ
び
関
連

部
門
の
間

で
、
社
会
主
義
新
農
村
を
建
設
す
る
た
め
の
有
効
な
方
法

で
あ
る
と
ま
で
認
識
が
高
ま

っ
て
き
て
い
る
。
国
家
旅
遊
局
の
部
局

長
は
、
前

に
引
用
し
た
論
文

の
中
で
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
次

の
よ

う
に
さ
ら
に
詳
細

に
説
明
し
て
い
る
。

第

一
に
、
農
業
の
産
業
化
、
農
産
品

・
副
産
品

・
工
芸
品
の
生
産

加
工
、
交

通
運
輸
業
や
不
動
産
業

の
発
展
を
促
進
す
る
に
有
利
で
あ

る
。第

二
に
、
農
業
生
産

の
発
展
と
農
村
住
民
生
活

の
向
上
を
促
進
し

て
い
る
。
農
村
観
光

の
発
展
に
よ

っ
て
、
ま
す
ま
す
多
く
の
農
村
住

民
が
観
光
業
の
従
事
者
に
な
り
、
経
済
所
得

の
増
加
に

つ
な
が
っ
て

い
る
。

ア
ル
バ
イ
ト
、
旅
館

・
露
店

・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
経
営
、
記
念

品
の
製
造
加
工
と

い
っ
た
こ
と
で
、
農
村
住
民
は
農
業
以
外
に
も
収

入
を
得

て
い
る
。
ま
た
、
農
村
観
光

の
開
発
と
経
営
に
出
資

し
た

り
、
株
式
会
社

の
株
を
買

っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
配
当
金
を
得
る
こ

と
も
で
き

る
。

第
三

に
、
農
村
住
民
の
質

の
向
上
と
農
村
地
域
文
化
の
近
代
化
を

促
進
し
て
い
る
。
農
村
観
光

の
発
展

に
よ
っ
て
都
市
か
ら
新
し
い
情

報
と
理
念

が
多
く
も
た
ら
さ
れ
、
農
村
住
民
の
意
識
や
農
村
文
化
に

多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
標
準
語
、
外
国
語
、
パ
ソ

コ
ン
、
新

し
い
技
術
の
学
習
な
ど
は
農
村
観
光
の
従
事
者
に
と

っ
て

必
要
不
可

欠
な
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

第
四

に
、
農
村
地
域

の
環
境
保
護
と
持
続
可
能
な
発
展
に
有
利
で

あ
る
。
農
業
観
光
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域

は
、
観
光
資
源
の
開
発

と
保
護
を
通
し
て
、
住
民
の
環
境
保
護
意
識

を
高
め
、
農
村
の
持
続

可
能
な
発
展
を
目
指
し
て
い
る
。

第
五
に
、
農
村
末
端
組
織
の
民
主
化
管
理
を
促
進
し
て
い
る
。
農

村
観
光
も
近
代
産
業

の

一
部
分
と
し
て
、
対

人
サ
ー
ビ
ス
を
よ
く
す

る
た
め
に
、
進
ん
だ
管
理
ノ
ウ

ハ
ウ
の
導
入
が
欠
か
せ
な
い
。

一
部

の
地
域
で
は
末
端
組
織
の
指
導

の
下
で
、
農
村
住
民
に
よ
る
民
主
的

意
思
決
定

の
仕
組
み
を
形
成

し
て
い
る
。
ま

た
、

一
部

の
地
域

で

は
、
各
種

の
協
会
が
作

ら
れ
、
管
理

レ
ベ

ル
の
向
上
に
寄
与

し
て

ハけ
　

い
る
。

と
こ
ろ
で
、
王
楽
平
が
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
、
観
光
振
興
の
効

果
を
評
価
す
る
こ
と
は
非
常
に
複
雑
で
困
難

な
こ
と
で
あ
る
。
か
り

に
、
観
光

の
効
果
を
経
済
学

の

一
分
野
で
論

じ
る
場
合
で
も
、
サ
ー

ビ
ス
業

(ホ
テ
ル
な
ど
の
宿
泊
業
、
飲
食
業

、
娯
楽
業
)、
商
業
、

交
通
運
輸
業
、
農
業
、
工
業
な
ど
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
産
業
に
影

響
が
及
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
各
分
野
の
研
究
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
要
す
る
に
、
観
光
振
興
に
対
す
る
評
価

は
単
な
る
経
済
的
分
析

で
も
な
け
れ
ば
、
文
化
的
な
評
価

で
も
な

い
。
双
方
が
絡
み
合

い
、

ム
に
　

多
方
面
か
ら
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
ま
だ
ま
だ
日
が
浅

い
農
村
観
光

の
振
興
に
対
す
る

評
価
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
現
時
点

で
手
放
し
の
称
賛
は
禁
物

で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
に
対
し
て
慎
重
か

つ
綿

密
な
検
証
を
行

っ
た
上
で
、
複
合
的
な
視
点

か
ら
総
合
的
に
判
断
を
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85



下
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
観
光
開
発
は
地
域
住
民
の
経
済
所
得

の
向
上
に
寄
与
す

る
と

一
般
的
に
考
え
ら
れ
る

一
方
、
観
光
開
発

に
よ
り
新
た
な
所
得

格
差
が
生
ず

る
こ
と
も
事
実
と
し
て
注
意
深
く
見
守
る
必
要
が
あ

る
。陳

晶
が
少
数
民
族
地
域

で
行

っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、

観
光
開
発
が
す
べ
て
の
村
民
に
等
し
く
収
入
の
増
加
を
可
能

に
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、
個
々
人

の
観
光
業
に
取
り
組
む
姿
勢
や
条
件

の

違

い
が
収
入
格
差
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
お
年
寄
り
を
抱
え
子
供

の

多

い
家
族
、
観
光
土
産
品
と
な
る
刺
繍
製
品
な
ど
を
作
れ
な
い
家
族

に
と
っ
て
は
収
入
の
道
は
狭
ま
る

一
方
で
、
先
見
性
の
あ
る
村
民
は

I
T

(情

報
通
信
技
術
)
を
駆
使
し
て
民
宿
を
経
営
し
、
収
入
増
に

結
び
付
け

て
い
る
。
要
す
る
に
、
観
光
開
発
に
よ
る
生
活
環
境

の
改

善
は
、
村

民
に
等
し
く
恩
恵
を
及
ぼ
す
魔
法

の
手
段
で
は
な
く
、
そ

こ
に
は
新

た
な
格
差
を
生
み
、
村
民
間
に
亀
裂
を
生
じ
さ
せ
か
ね
な

バほ

　

い
要
素
も
含
ま
れ
て
い
る
。

四

農
村
住
民
の
観
光
旅
行
の
始
ま
り

こ
こ
数
年
、
都
市
住
民
に
よ
る
国
内
旅
行
が
急
速
な
拡
大
を
続
け

て
い
る
と
同
時
に
、
農
村
住
民
の
国
内
旅
行
も
よ
う
や
く
動
き
出
し

た
。
こ
れ
は
中
国
国
民

の
国
内
旅
行
に
お
い
て
新
た
に
現
れ
た
重
要

な
兆
し
で
も
あ
る
。

一
九
九
六
年
ま
で
、
農
村
住
民
の
国
内
旅
行

の
人
数
と
支
出
額
を

推
計
す
る
に
は
、

一
部
地
域
に
お
け
る
農
村

住
民
の
長
距
離
交
通
手

段
の
利
用
人
数
と
利
用
回
数
の
割
合
、
お
よ
び
国
家
統
計
局
農
村
調

査
総
隊
の
農
村
住
民
消
費
支
出
調
査

の
資
料

が
使
用
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
九
七
年
、
国
家
旅
遊
局
と
国
家
統
計
局
都
市
調
査
総
隊

に

よ

っ
て
、
初
め
て
全
国
規
模

の
農
村
住
民
国
内
旅
行
サ
ン
プ
リ
ン
グ

調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
九
七
年
の
農
村
住
民
旅

行
者
は
三
億
八
五
〇
〇
万
人
、

一
人
当
た
り

の
旅
行
支
出
額
は

一
四

五

・
六

八
元
、
旅
行
支

出
総
額

は
五
六
〇

億

八
七
〇
〇

万
元

で

ム
　
　

あ

っ
た
。

な
お
、

一
九
九
四
～
二
〇
〇
六
年

の
都
市
住
民
と
農
村
住
民
に
よ

る
国
内
旅
行
の
概
況
は
表
3
の
と
お
り
で
あ

る
。

都
市
住
民
と
農
村
住
民
と
で
比
較
す
る
と
、

一
九
九
四
年
か
ら
九

九
年
に
か
け
て
は
、
旅
行
者
数
と
旅
行
支
出
額
と
も
に
、
農
村
住
民

の
方
が
都
市
住
民
よ
り
も
顕
著

な
伸
び
を
記
録
し
て
い
る
。
し
か

し
、
農
村
住
民
の
旅
行
者
数
お
よ
び
旅
行
支

出
額
は
い
ず
れ
も
九
八

年
と
九
九
年
頃
か
ら
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
転
じ
た
。
ま
た
、

一
人
当
た

り
の
旅
行
支
出
額
に
お
け
る
都
市
住
民
と
農

民
住
民

の
格
差
を
見
る

と
、

一
時
期
縮
ん
だ
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
そ

の
後
ふ
た
た
び
開
い
て

い
く
傾
向
に
あ
る
。

経
済
所
得

の
伸
び
方
に
お
い
て
、
も
と
も
と
農
村
住
民

の
所
得
増

大
は
都
市
住
民
と
違

っ
て
か
な
り
緩
や
か
な

も
の
で
あ
る
。
観
光
需

要
は
経
済
所
得
に
直
接
左
右
さ
れ
る
以
上
、
農
村
住
民
に
よ
る
観
光

旅
行
の
あ
り
方
お
よ
び
そ
の
展
開
ぶ
り
は
、
当
然
都
市
住
民

の
そ
れ
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都市住民農村住民別国内旅行の状況表3

旅行者数(百 万人) 旅行支出総額(億 元)
1人 当た りの

旅行支 出(元)
年

合計
都市
住民

農村
住民

合計 都市住民 農村住民 合計
都市
住民

農村
住民

1994 524 205 319 1,023.5
.,.

175.3 195.3 414.7 54.9

1995 629 246 383 1,375.7 1,140.1 235.6 218.7 464.0 61.5

1996 640 256 383 1,638.4 1,368.4 270.0 256.2 534.1 70.5

1997 644 259 385 2,112.7 1,551.8 560.9 328.1 599.8 145.7

.・; 695 250 445 2,391.2 1,551.1 876.1 345.0 607.0 197.0

1999 719 284 435 2,831.9 1,748.2 1,083.7 394.0 ・ 249.5

2000 744 329 415 3,175.5 2,235.3 940.3 426.6 678.6 226.6

2001 784 375 409 3,522.4 2,651.7 870.7 449.5 708.3 212.7

2002 878 385 493 3,878.4 2,848.1 1,030.3 441.8 739.7 209.1

2003 870 351 519 3,442.3 2,404.1 1,038.2 395.7 684.9 zoo.o

2004 1,102 459 643 4,710.7 3,359.0 1,351.7 427.5 731.8 210.2

2005 1,212 496 716 5,285.9 3,656.1 1,629.7 436.1 737.1 227.6

2006 1,394 576 818 6,229.7 4,414.7 1,815.0 446.9 766.4 221.9

出所:国 家統計局編 『中国統計年鑑2007』 中国統計出版社、2007年 、765頁 よ り作成。

と
大
き
な
ズ
レ
が
生
ず
る
。
ま
た
、
農
村
住
民
と
い
っ
て
も
、
地
域

間
に
お
け
る
経
済
発
展

の
開
き
も
大
き
く
、

そ
の
分
、
地
域
に
よ

っ

ムめ
　

て
農
村
住
民
に
よ
る
観
光
旅
行

の
動
き
が
か
な
り
異
な

っ
て
く
る
。

始
ま

っ
た
ば
か
り
の
農
村
住
民
の
観
光
旅
行
そ
れ
自
体
、
お
よ
び

そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境

に
は
い
く

つ
か
の
特
徴
が
見
て
と
れ
る
。

第

一
に
、
消
費
水
準
は
大
変
低
い
。
観
光
旅
行
に
高
い
消
費
は
付

き
物

で
あ
る
。
ホ
テ
ル
、
招
待
所

の
宿
泊
代
、
食
事
代
、
観
光

ス

ポ

ッ
ト
の
入
場
料
な
ど
は
、
経
済
所
得
が
依
然
低

い
水
準
に
あ
る
農

村
住
民
に
と

っ
て
は
い
ず
れ
も
高
額
消
費
で
あ
る
。
特
に
入
場
料
は

全
国
的

に
上
が
る
傾
向
に
あ
り
、
四
〇
元
以
上
が
普
通
で
あ
る
が
、

高

い
場
合
は
八
〇
元
、
な
い
し

一
〇
〇
元
に
も
な
る
。
家
族
旅
行
な

ムお

　

ら
、

一
日
で
数
百
元
か
ら
千
元
以
上
も
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

し
た
が

っ
て
、
農
村
住
民
が
観
光
旅
行

に
出

か
け
る
場
合
、

ツ

ア
ー
参
加
は
ご
く
少
数
で
、
絶
対
多
数
は
費

用
が
比
較
的
少
な
く
て

済
む
よ
う
な
個
人
旅
行
を
選
ぶ
。
消
費
額
と
し
て
は
、

一
人
当
た
り

三
〇
〇
～
四
〇
〇
元
が
主
流
で
あ
り
、
都
市
住
民

の
約
三
分
の

一
に

す
ぎ
な

い
。
農
村
住
民
の
多
く
は
都
市
部
に
住
む
親
戚
や
友
人

へ
の

訪
問
を
旅
行

の
目
的
と
す
る
か
ら
、
ほ
と
ん
ど

の
場
合
は
訪
問
先

の

親
戚
や
友
人

の
家
に
泊
ま
る
。

こ
う
し
て
出
費

の
節
約
を
第

一
に
考

え
る
農
村
住
民
は
旅
行
会
社
に
と

っ
て
必
ず

し
も
い
い
客
層
で
は
な

い
。第

二
に
、
農
村
住
民
向
け
の
観
光
商
品
は
ほ
と
ん
ど
開
発
さ
れ
て

い
な
い
。
現
在
の
観
光
商
品
は
内
容
、
価
格

、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
お
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い
て
農
村
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
よ
う
に
開
発
さ
れ
て
い
る
と
は

決
し

て

い
え
な

い
状
態

に
あ
る
。
農
村
住
民
は
観
光
に
出
か
け
る

際
、
都

市
部

の
賑
い
を
見
る
こ
と
、
宗
教
文
化

の
濃
厚
な
と
こ
ろ
へ

祈
願
に
行
く
こ
と
、
農
業
の
発
達
し
た
地
域
を
見
学
す
る
こ
と
な
ど

が
よ
く
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
う
し
た

ニ
ー
ズ
に
対
し
て
観
光
商
品

を
提
供

す
る
旅
行
会
社
は
非
常
に
少
な

い
。
旅
行
会
社
は
営
利
目
的

で
、
利

益

の
少
な
い
農
村
の
観
光
客
に
は
ほ
と
ん
ど
目
を
向
け
た
が

ら
な

い
。
そ
う
い
っ
た
旅
行
会
社
は

一
般

に
県
政
府
所
在
地
に
設
け

ら
れ
て

い
る
が
、
郷
鎮
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
旅
行
広
告
も
、
広

い

農
村
地

域
で
は

コ
ス
ト
が
高

い
た
め
、
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な

い
。
こ

れ
ら
の
現
実
も
あ

っ
て
、
農
村
住
民
は
個
人
旅
行

で
出
か
け
る
以
外

に
方
法

が
な

い
。

第
三
に
、
農
村
住
民
は
二
極
分
化
し
て
い
る
。
農
村
住
民
は

一
般

的

に
所

得
が
少
な
い
た
め
、
観
光
旅
行
す
る
者
が
比
較
的
少
な
い
。

一
方
、
豊

か
に
な

っ
た
農
村
住
民
は
旅
行
意
識
、
経
済
力
、
消
費
意

識
な
ど

に
お
い
て
都
市
住
民
と
大
差
が
な
い
。
後
者

の
ニ
ー
ズ
を
ど

う
十
分

に
満
た
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題

で
あ
る
。

第
四
に
、
農
村
住
民
観
光
客

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
ガ

イ
ド
が

大
変
不
足
し
て
い
る
。
現
在
の
ガ
イ
ド
は
も
と
も
と
都
市
住

民
観
光
客

の
た
め
に
養
成
さ
れ
た
者
で
あ

っ
て
、
農
村
に
関
す
る
知

識
教
養

が
足
り
て
お
ら
ず
、
農
村
住
民
観
光
客
と
の
交
流
が
な
か
な

か
難
し

い
。
今
後
は
農
村
住
民
観
光
客

の
状
況
に
詳
し
い
ガ
イ
ド
の

養
成
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

三

三
農
観
光
促
進
の
課
題
と
改
善
策

H

課
題

以
上

で
見
て
き
た
よ
う
に
、
現
在
全
国
範

囲
で
展
開
さ
れ
て
い
る

三
農
観
光

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
モ
デ
ル
が
形
成

さ
れ
、
経
済
お
よ
び
社

会
的
な
面

で
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

一
方
、
そ
れ
は
全
体
と

し
て
以
下

の
よ
う
な
数
多
く
の
問
題
点
も
現

れ
て
お
り
、
今
後
さ
ら

な
る
改
善
策

の
模
索
が
必
要
で
あ
る
。

ω

総
合
的
な
企
画
と
調
整
が
乏
し
い

観
光
開
発
を
行

っ
て
い
る
多
く
の
農
村
地
域
は
総
合
的
な
企
画
が

な
く
、
と
り
わ
け
農
家
楽
の
盲
目
的
な
展
開

が
非
常

に
目
立

つ
。
十

分
な
調
査
研
究
も
せ
ず
、
我
先
に
と
立
ち
上
げ
る
ケ
ー
ス
が
多

い
た

め
、
結
局
、
道
路

や
建
物

の
建
設
が

メ
イ

ン
と
な
り
、
施
設

の
重

複
、
低
水
準

の
開
発
、
環
境
破
壊
的
な
開
発
が
多
発
し
、
資
源
、
財

力
、
労
力

の
大
き
な
浪
費
を
も
た
ら
す
。
統

一
さ
れ
た
企
画
が
な

い

上
、
観
光

ス
ポ

ッ
ト
が
分
散
し
て
お
り
、

コ
ー
ス
化
が
難
し
い
。
ま

た
、
農
村
観
光
と
従
来

の
観
光
と
の
間
で
有

機
的
な
連
携
が
乏
し
い

た
め
、
観
光
客

の
誘
致
に
寄
与
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

②

イ

ン
フ
ラ
と
環
境

の
整
備
が
立
ち
遅
れ
て
い
る

多
く
の
農
家
楽

は
必
要
最
低
限
の
消
防
設
備
も
な
く
、
水
道

の
蛇

口
の
数
が
不
足
し
て
い
る
。
厨
房
と
ト
イ
レ
は
衛
生
基
準
を
ク
リ
ア

し
て
お
ら
ず
、

ハ
エ
、
蚊
、
ネ
ズ
ミ
を
退
治

す
る
方
法
が
不
十
分
で
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あ
る
。
食

事
す
る
と
こ
ろ
が
豚
小
屋
に
近

い
た
め
、
観
光
客
か
ら
墾

整
を
買
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
汚
水
排
出
の
溝
や
パ
イ
プ
が
き
ち
ん
と

整
備
さ
れ

て
お
ら
ず
、
汚
水
は
勝
手
に
流
さ
れ
て
い
る
。
食
品
の
管

理
で
は
生

の
も
の
と
調
理
さ
れ
た
も
の
が
同
じ
場
所
に
置
か
れ
る
。

従
業
員

は
健
康
診
断
を
ほ
と
ん

ど
受
け
て
い
な
い
。

③

観
光
商
品
の
開
発
と
販
売
促
進
が
不
十
分
で
あ
る

農
村
観
光
は
、
主
に
農
家
楽
や
小
規
模
の
観
光
ス
ポ

ッ
ト
で
の
レ

ジ
ャ
ー
で
あ
る
。
観
光
商
品
は
全
体
と
し
て
文
化
的
な
要
素
が
少
な

く
、
高
水
準

の
観
光
商
品
の
開
発
は
大
幅
に
立
ち
遅
れ
て
い
る
。
結

果
と
し

て
多
く
は

「農
家

の
料

理
を
食

べ
、
農
家

の
仕
事
を
体
験

し
、
農
家

の
住
宅
に
住
む
」
と
い
っ
た
こ
と
に
限
ら
れ
て
い
る
。
農

家
楽

の
大
部
分
は
将
棋
、
ト
ラ

ン
プ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ダ

ン
ス
な
ど
の

ム
け
　

楽
し
み
を
提
供
す
る
の
み
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
地
域

の
伝
統
文
化

や
生
活
習

慣
等
を
商
品
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
光
客
に
楽
し
み

を
与
え
、

観
光
客

の
参
加
を
促

す
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分

で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
農
村
観
光

の
魅
力

の
引
き
出
し
や
リ
ピ
ー
タ
ー
客
の

確
保
に
は
当
然

マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。

ま
た
、
農
家
自
身
は
観
光
商
品

の
P
R
と
売
り
出
し
に
そ
れ
ほ
ど

強

い
意
欲
を
持

っ
て
お
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
村
民
委
員
会

に
頼
り
き

っ

て
い
る
。

一
方

の
村
民
委
員
会
も
P
R
戦
略

に
乏
し
く
、
古

い
や
り

方
ば
か
り

で
、
対
外
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
影
響
力
を
持

っ
て
い

な

い
。
宣
伝

・
販
売

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
い
ま
だ
に
形
成
さ
れ
て
お

ら
ず
、
独
自

の
宣
伝

・
販
売
戦
略
に
欠
け
て
お
り
、
周
辺
都
市
部

の

旅
行
会
社
と
の
連
携
が
乏
し
い
。

ω

行
政
管
理
の

一
元
化
が
い
ま
だ
に
確
立
さ
れ
て
い
な
い

農
村
観
光

の
無
秩
序
、
無
個
性

の
原
因
は
、
行
政
管
理
の

一
元
化

が
実
現
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
も
あ
る
。
表

面
的
に
見
れ
ば
、
農

業
、
林
業
、
水
利
、
商
工
、
税
務
、
企
画
、
都
市
建
設
、
観
光
と

い
っ
た
行
政
管
理
部
門
が
い
ず
れ
も

一
定

の
権
限
を
持

っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
が
、
実
際
、
ど
の
行
政
部
門
も
期
待
さ
れ
る
よ
う
な
権

限
を
実
行
し
て
い
な
い
。
本
来
、
農
村
観
光

は
観
光
商
品
を
作
り
出

し
、
そ
れ
を
観
光
客
に
提
供
す
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
観
光

の
行
政

部
門
が
最
大
の
権
限
を
持

つ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
実
際
に
は
、

観
光
行
政
部
門
は
農
業
資
源
を
管
理

の
対
象

と
せ
ず
、
そ
れ
ほ
ど
の

権
限
を
持

っ
て
は
い
な
い
。

一
方
、
観
光
客

は
農
家
楽
に
し
ろ
農
業

観
光
ス
ポ

ッ
ト
に
し
ろ
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇

し
た
場
合
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
観
光
行
政
部
門

に
問
題

の
解
決
を
求
め
て
く
る
。
し
か

し
、
観
光
行
政
部
門
は
そ
れ
に
対
応
す
る
だ

け
の
権
限
を
持

っ
て
い

な
い
た
め
、
多
く
の
場
合
、
問
題
を
解
決
す

る
こ
と
が
で
き
な

い
。

口

改
善
策

以
上

の
よ
う
な
問
題
点
を
踏
ま
え
て
考
え
る
な
ら
ば
、
三
農
観
光

の
よ
り

一
層

の
発
展
を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
以
下

の
点

で
そ
の
改
善
策
を
探
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ω

地
方
行
政
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
、
合
理
的
な
企
画
と

管
理
を
行
う
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国
内

外
の
観
光
開
発

の
経
験
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
地
方
政
府

主
導

の
観
光
開
発
は
も

っ
と
も
速
く
、
効
率
的
で
あ
る
。
地
方
政
府

は
ま
ず

市
場
調
査
を
き
ち
ん
と
行

い
、
観
光
客

の
構
成
、
潜
在
的
な

マ
ー
ケ

ッ
ト
、
環
境

へ
の
負
荷
な
ど
を
十
分

に
配
慮
し
つ
つ
、
科
学

的
、
合

理
的
な
企
画
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

農
村
観
光

の
運
営
管
理
に
お
い
て
は
、
貴
州
省
平
煽
県

の
い
わ
ゆ

る

「天
龍
モ
デ

ル
」
(政
府

+
天
龍
会
社

+
農
民
観
光
協
会
+
旅
行

会
社
)
が

一
つ
の
成
功
例

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

政
府
が
企
画
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
責
任
を
負

い
、
投
資
会
社
が
経
営

管
理
を
行

い
、
農
民
観
光
協
会
が
地
方
劇

の
上
演
、
観
光
案
内
、
工

芸
品
の
製
造
加
工
、
宿
泊
と
食
事

の
提
供
、
観
光
対
象
と
し
て
の
民

家

の
修
繕
、
会
社
と
農
家
と

の
利
益
調
整
を
行

い
、
旅
行
会
社
が

マ
ー
ケ

ッ
ト
の
開
拓
と
観
光
客

の
誘
致
に
責
任
を
持

つ
。

他
に
、
漸
江
省
杭
州
市
余
杭
区
の
農
村
観
光
開
発
も
そ
れ
に
近
い

モ
デ
ル

で
、
政
府

が
企
画

・
指
導
、
会
社
が
運
営
、
農
家
が
参
加

と
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
分
担
し
て
い
る
。

二
〇
〇
二
年
上
半
期
、
同

区
の
あ

る
民
営
企
業
家
が
山
溝
溝
旅
行
会
社
を
設
立
し
た
。
翌
年
九

月
、
同
会
社
が
運
営
す

る
観
光

ス
ポ

ッ
ト
も
正
式
に
開
園
し
た
。
以

来

二
年
間
、
受
け
入
れ
た
観
光
客

は
五
〇
万
人
以
上
、
入
場
料
は
八

四
〇
万
元
に
達
し
た
。

こ
れ
を
き

っ
か
け
に
、
周
辺
の
農
家
は
農
家

楽

レ
ス
ト
ラ
ン
、
旅
館
を
相
次
い
で
オ
ー
プ

ン
し
、
収
入
総
額
は
二

五
〇
〇
万
元
を
超
え
た
。
山
溝
溝
旅
行
会
社

は
農
村
住
民
か
ら

一
四

〇
人
を
従
業
員
と
し
て
採
用
し
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
さ
せ
て
い

る
。
ほ
か
の
関
連
業
界
で
も
三
〇
〇
人
以
上
が
働

い
て
い
る
。
こ
れ

　ド
　

で
農
家
は
毎
年

一
世
帯
当
た
り

一
〇
〇
〇
元

の
増
収
を
実
現
し
た
。

②

観
光
商
品

の
文
化
的
要
素
を
高

め
る

農
村
地
域
の
観
光
振
興
に
お
い
て
は
、
数

千
年

の
伝
統
文
化
、
宗

教
、
社
会
組
織
、
家
族
倫
理
、
古
め
か
し
く
飾
り
気

の
な
い
農
村
建

築
物
、
豊
か
さ
溢
れ
る
地
方
の
味
を
持

つ
伝
統
行
事
、
農
作
業
、
生

活
習
慣
、
伝
説
と

い
っ
た
も
の
を
掘
り
起
こ
し
て
、
観
光
客

に
と
っ

て
興
味
深
い
観
光
商
品
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
①
教
育
と
結
び

つ
け
る
こ
と
。
農
家
楽
と
修
学
旅
行
や
週
末

旅
行
と
を
組
み
合
わ
せ
、
生
態
環
境

の
よ
い
村
を

「農
村
社
会
実
践

基
地
」
や

「生
態
環
境

モ
デ
ル
基
地
」

に
し
て
、
都
市
住
民

(特
に

子
ど
も
連
れ
)
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
。
②
科
学
技
術
に
関
連
す
る
分

野
を
伸
ば
す
こ
と
。
情
報
技
術
や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
農
業
に

応
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ユ
ニ
ー
ク
な
観
光
商
品
を
作
り
だ
す
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
は
高

い
資
金
力
と
技
術
力

が
要
求
さ
れ
る
。
③
豊
か
な
食
文
化
を
商
品
化
す
る
こ
と
。
地
方
色

豊
か
な
伝
統
料
理
を
分
類
整
理
し
、
開
発
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
例

え
ば
、
食
事
と
有
名
人
、
食
事
と
健
康
、
食
事
と
文
化
な
ど
の
組
合

せ
は
商
品
化
す
る
可
能
性
が
高

い
と
思
わ
れ

る
。

③

観
光
商
品
の
差
別
化
を
図
る

観
光
業
全
体
の
競
争
が
ま
す
ま
す
激
化
す

る
中
で
、
農
村
観
光
の

勝
敗
を
決

め
る
の
は

い
う
ま
で
も
な
く
観

光
商
品

の
差
別
化

で
あ

る
。
都
市
住
民
の
自
然
回
帰
と
い
う
大
き
な

ニ
ー
ズ
を
満
た
し
て
い
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く
た
め

に
、
真
実
味
、
農
村
風
情
等
を
で
き
る
だ
け
保

つ
こ
と
は
農

村
地
域

の
観
光
振
興
に
お
け
る
重
要
課
題

で
も
あ
る
。

㈲

イ

ン
フ
ラ
と
環
境

の
整
備
を
進
め
る

江
蘇
省

で
は
近
年
、
農
村
観
光

の
開
発
が
大
き
く
進
ん
で
い
る
。

現
在
、
省
全
体

で
全
国
農
業
観
光

モ
デ
ル
地
域
は
七
〇
か
所
に
の
ぼ

り
、
数

で
は
全
国
第

二
位

で
あ
る
。

一
定
規
模
を
有
す
る
農
村
観
光

ス
ポ

ッ
ト

は

一
〇
〇
〇
か
所
以
上
で
、
受
け
入
れ
る
観
光
客
は
年
間

二
〇
〇
〇
万
人

に
達
し
て
い
る
。

一
方
、
東
部
と
西
部
以
外

の
南

部
、
中
部
、
北
部

で
は
、
サ
ー
ビ
ス
施
設

の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
た

め
、
観
光
客
数
が
伸
び
悩

み
、
経
済
効
果
は
今

一
つ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
改
善
す
る
た
め
に
、
二
〇
〇
七
年
、
省
政
府

は

財
政
か
ら
農
村
観
光
推
進
資
金
を
割
り
当
て
て
、
農
村
観
光
地
域

に

お
け
る
サ
ー
ビ

ス
施
設

の
整
備
促
進
に
乗
り
出
し
た
。
課
題
研
究
を

経

て
、

五
〇
近
く
の
申
請
項
目
の
中
か
ら
全
国
農
業
観
光
モ
デ
ル
地

域
を
中

心
に
、
二
八

の
重
点
建
設
項
目
が
選
定
さ
れ
た
。
二
〇
〇
七

年
の
推
進

資
金
は
主
に
農
村
観
光
地
域

の
道
路
、
駐
車
場
、
観
光
セ

ン
タ
ー
、
橋
、
埠
頭
、
ト
イ
レ
、
排
水
施
設
な
ど
の
建
設
お
よ
び
緑

化
に
投

入
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
財
政
庁
と
観
光
局
が
共
同

で
割
り

当
て
た

一
〇
〇
〇
万
元
は
、
す
で
に
指
定
さ
れ
た
建
設
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ム
ド
　

ト
に
届
け
ら
れ
た
と
い
う
。

一
方
、
建
物

の
建
設
基
準
や
衛
生
基
準
な
ど
、
農
村
観
光

の
環
境

整
備

に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な
基
準
制
定

の
動
き
も
、
全
国
か
ら

い

く

つ
か
出
て
き
て
い
る
。

二
〇
〇
四
年
七
月
、
貴
州
省
は

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
専
門
家
と

共
同
で
農
村
観
光
旅
館
基
準
を
制
定
し
た
。
当
該
基
準
は
農
村
観
光

旅
館

の
建
設
、
評
価
、
等
級

の
標
識
、
建
物

の
装
飾
な
ど
に
つ
い
て

具
体
的
な
基
準
を
定
め
て

い
る
。
そ
の
う
ち

外
部
装
飾

に

つ
い
て

は
、
で
き
る
だ
け
現
地

で
原
材
料
を
入
手
し
、
建
築
の
デ
ザ
イ
ン
は

で
き
る
だ
け
地
域

の
特
色
を
表
す
も
の
と
す
る
。
当
該
基
準
を
ク
リ

ア
し
な
け
れ
ば
旅
館

の
開
業
を
認
め
な

い
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
、

農
村
観
光
旅
館
は
等
級

に
分
け
ら
れ
る
。
各
級

の
旅
館
に
つ
い
て
、

応
接
間
、
客
室
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
厨
房
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
明
ら
か
な
基
準
を
設
け
て
い
る
。

一
級
か
ら
四
級
ま
で
を
、
そ
れ

ぞ
れ
花

一
輪
か
ら
四
輪
ま
で
で
表
す
。
四
級

の
旅
館
は
花
四
輪
で
、

従
業
員
は
民
族
衣
装
を
身
に
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
英

語
な
ど
で
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は

農
村
観
光
に
関
す
る
全
国
初

の
地
方
規
定

で
あ
る
。
国
家
旅
遊
局
は

　ね
　

こ
の
こ
と
を
全
国
初
の
有
益
な
試
み
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。

北
京
市
食
品
安
全
委
員
会

は
二
〇
〇
六
年

一
二
月
五
日
に

「北
京

市
郷
村
民
俗
旅
遊
戸
食
品
安
全
管
理
規
程

(試
行
)」

(北
京
市
農
村

民
俗
観
光
受
入
農
家
の
食
品
安
全
管
理
規
程
)
を
公
布
し
た

(
二
〇

〇
七
年

一
月

一
日
施
行
)
。
同
規
程
は
衛
生

環
境

に
つ
い
て
次

の
よ

う
に
定
め
て
い
る
。

食
品
の
扱

い
に
関
わ
る
者
は
健
康
証

明
書
を
持
ち
、
食
品
衛

生
法
規
お
よ
び
食
品
衛
生
知
識
の
研
修

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な

い

(研
修
合
格
証
明
書
を
持

つ
こ
と
)
。

マ
ラ
リ
ア
、
チ

フ
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ス
、
ウ
イ
ル
ス
性
の
肝
炎
と

い
っ
た
消
化
器
伝
染
病
患
者

(病

原

菌
保
持
者

を
含
む
)、
肺
結

核
患

者
、
化
膿

性
皮
膚
病
患

者
、
そ
の
他
の
食
品
衛
生
を
妨
げ

る
病
気
患
者
は
、
食
品
の
加

工

と
販
売
に
従
事
し
て
は
な
ら
な
い
。

(第
五
条
)

同
規
程

の
第
六
条
は
農
村
民
俗
観
光
受
入
農
家
の
厨
房

に
つ
い
て

次

の
よ

う
に
定
め
て
い
る
。

(
一
)

衛
生
基
準
に
達
し
た
上
下
水
道
を
有
す
る
こ
と
、
ゴ
ミ
捨

て
場
、
穴
式
ト
イ
レ
、
肥
だ
め
と
い
っ
た
有
毒
有
害

の
場
所
か

ら
遠
く
離
れ
て
い
る
こ
と
。

(
二
)

十
分
な
操
業

ス
ペ
ー

ス
と
し
て
八
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
を

有
す
る
こ
と
、
壁

に
は
天
井
ま
で
タ
イ
ル
を
貼
る
か
ま
た
は
そ

の
他

の
防
水

・
防
湿
、
洗
浄
可
能
な
資
材
を
貼
る
こ
と
。
厨
房

の
カ

マ
ド
お
よ
び
そ
の
周
辺

に
は
高

さ

一
・五
メ
ー
ト

ル
以
上

タ
イ

ル
を
貼
る
こ
と
。

(三
)

厨
房
に
は
必
要
な
排
気
設
備
、
冷
凍
設
備
、
消
毒
設
備
、

ハ
エ

・
ネ
ズ
ミ
駆
除
設
備
、
防
塵
設
備
、
衛
生
基
準

に
達
し
た

廃

棄
物
処
理
設
備
を
取
り
付
け
る
こ
と
。

(
四
)

前
菜

・
サ
ラ
ダ
な
ど
を
切
り
調
理
す
る
に
は
専
用

の
包

丁

、
板
、
容
器
な
ど
を
使

い
、
清
潔
を
保
ち
、
専
用

の
場
所
に

保

管
し
、
分
か
り
や
す

い
印
を
付
け
、
使
う
前
に
は
必
ず
き
れ

い
に
洗

い
消
毒
し
て
お
く

こ
と
。
洗
浄
場
に
は
野
菜
と
肉
類
を

分

離
す
る
二
つ
以
上
の
長
方
形
洗
浄
場
を
有
す
る
こ
と
。
食
品

保

管
室
に

つ
い
て
は
食
糧
保
管
台
は
地
面
お
よ
び
壁
か
ら
そ
れ

そ
れ
○

・
ニ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有
す
る
こ
と
、
ま
た
食

品
保
管
室
に
は
有
毒
有
害
物
や
不
潔
物

を
保
管
し
て
は
な
ら
な

い
。

農
村
観
光
の
健
全
化
お
よ
び
さ
ら
な
る
発
展
を
保
障
す
る
た
め
に

は
、

こ
う
し
た
基
準
づ
く
り
は
も

っ
と
も
基
本
的
な
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
全
国
的

に
見
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
動
き
は
ま
だ

一
部

で
し

か
な
く
、
多
く

の
地
方
政
府
は
依
然
と
し
て
政
策
的
に
奨
励
す

る
と

い
う
段
階

に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
具
体
的
な
基
準
づ
く
り
や
法
令

の

制
定
に
対
し
て
そ
れ
ほ
ど
積
極
的
な
姿
勢
を
示
す
も

の
で
は
な

い
。

お
わ
り
に

広
大
な
国
土
、
豊
富

な
観
光
資
源
、

=

二
億
以
上

の
人

口
規
模

1

こ
れ
ら
は
観
光
業
の
発
展
に
必
要
な
条
件
を
提
供
し
て
い
る
。

し
か
し
、
観
光
業
は
こ
れ
で
自
動
的
に
発
展

し
て
い
く
と
い
う

の
も

早
合
点
で
あ
る
。

マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
時
代

を
迎
え
て
き
た
中
国

で

は
、
観
光
業
は
重
要
な
近
代
産
業

の

一
つ
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い

る
。
そ
う

い
う
意
味
で
、
観
光
業

は
独
り
歩
き
の
も

の
で
は
な
く

て
、
む
し
ろ
国
の
産
業
政
策
全
体
や
、
社

会
制
度
、
経
済

シ
ス
テ

ム
、
金
融

シ
ス
テ
ム
、
社
会
保
障
制
度
な
ど

に
も
大
き
く
規
定
さ
れ

る
産
業
で
あ
る
と
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

ま
た
、

こ
れ
ま
で
に
全
国
各
地
で
展
開
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
成
果

が
上
が

っ
て
い
る

「三
農
観
光
」
に
対
し
て
は
、
慎
重

に
評
価
を
行
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う
必
要
が
あ
る
。
観
光
資
源

の
有
無
と
多
寡
、
立
地
条
件

の
善
し
悪

し
、
資
金

の
確
保
な
ど
の
問
題

も
あ

っ
て
、
農
村
観
光
や
農
業
観
光

は
す
べ
て
の
地
域
で
開
発

と
振

興
を
展
開

で
き
る
と
は
限
ら
な

い

し
、

一
部

の
成
功
例
を
見
て
も
、
観
光
開
発
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
さ
え
、
地
域
全
体

の
生
活
水
準

の
向
上
に
な
ら
な
い
ケ
ー

ス
が
多
く
あ
る
。
逆
に
新
た
な
格
差
も

一
方
で
生
じ
て
い
る
。

今
後
は
、
三
農
観
光
そ
れ
自

体
に
関
わ
る
必
要
な
政
策
を
積
極
的

に
打
ち
出
し
て
い
く
の
み
な
ら
ず
、
法
制
化
の
推
進
を
本
格
的
に
考

え
、
関
連
法
規
を
積
極
的

に
制
定
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

三
農
観
光
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
強
く
制
約
し
て
い
る

諸
要
因
を
取
り
除

い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
と
り
わ
け
三
農

観
光
を
取

り
巻
く
社
会
環
境

や
諸
制
度

の
改
善

は
大
前
提

に
な
る

が
、
公
平

か
つ
公
正
な
所
得
再
分
配

の
仕
組
み
の
確
立
、
社
会
保
障

制
度

の
整
備
と
充
実
、
農
村
地
域
と
都
市
部
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
協
調
的
発
展
な
ど
、

い
ず
れ
も

マ
ク
ロ
的
な
重
要
課
題
と
し
て
真

剣

に
取
り
組
ん
で
い
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

注

 

〈
1
>

松

村
嘉
久

・
辻
本

雄

紀

「中
国

に
お

け

る
ツ
ー

リ
ズ

ム

の
発

展

と
政
策

」

『東

ア
ジ

ア
研
究

』

第

二
六
号

、

一
九
九

九
年

=

月
。

〈
2
>

労
働

・
社

会

保

障

部

(中

央

省

庁

)

に

よ

れ
ば

、

過

去

五

年

間
、
都

市
労

働
者

の
賃
金

は
大

幅

に
増

え
、

二
〇

〇
五

年
末

の
時

点

で
、
現

役
労
働

者

の
平
均

賃
金

は

一
万
八

〇
〇

〇

元

に
達

し
、
年
平

均

伸
び

率

は

一
二
・
六

%

で
あ

っ
た

(『
人

民

日
報

』

二
〇
〇

六
年

一

月

一
七

日
付

)
。

〈
3
>

一
九

九
九

年

に

は
都
市

の
九

・
三

%

に
対

し

て
農

村

は

わ
ず

か

三

・
八

%
、

そ

し

て
二

〇

〇

〇

年

に

は

都

市

六

・
四

%
、

農

村

二

・

l
o
"

O

l
年

に
は
都
市

八

・
五

%
、
農

村

四

・
二

%
、

〇

二
年

に

は

都

市

一
三

・
四

%
、
農

村

四

・
八

%
、
〇

三

年

に

は
都

市

九

・
○

%
、

農

村

四

・三

%
、

〇

四
年

に

は
都
市

七

・七

%
、

農
村

六

・八

%
、

〇

五

年

に

は
都

市

九

・
六

%
、

農

村

六

・
二

%
、

〇

六

年

に

は
都

市

一

〇

・六

%
、

農
村

七

・
四
%
と

な

っ
た

(各

年

の

『
国

民
経

済
和

社
会

発

展
統

計

公
報

』
)
。

〈
4
>

『
北
京

週
報

』

一
九
九

九
年

第

一
四
号

。

〈
5
>

何
光
瞳
主
編

『新
世
紀

新
産
業

新
増
長
-

旅
遊
業
成
為
新

的
経
済
増
長
点
研
究
』
中
国
旅
遊
出
版
社
、

一
九
九
九
年
、

一
〇

一

ー

一
〇
二
頁
。

〈6
>

郡
瑛
偉

「発
展
郷
村
旅
遊

促
進
新
農
村
建
設
」
『求
是
』
二

〇
〇
七
年
第

一
期
。

ム ム ム ム ム ム

1211設10 、9L,8理 ↓
L■_gL_

秦
遠
好

・
劉
徳
秀

「略
論
我
国
農
業
資
源
的
旅
遊
開
発
与
管

『学
術
論
壇
』
二
〇
〇
四
年
第
二
期
。

『市
場
報
』
二
〇
〇
六
年
八
月
三
〇
日
付
。

『光
明
日
報
』
二
〇
〇
七
年
六
月

=
二
日
付
。

李
文
閣

「大
力
発
展
郷
村
旅
遊

推

進
社
会
主
義
新
農
村
建

『旅
遊
調
研
』
二
〇
〇
六
年
第

=

期
。

郡
瑛
偉
、
前
掲
論
文
。

王
楽
平

「農
村
地
域
に
お
け
る
観
光
振
興
の
効
果
に
つ
い
て
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ー

中
国
雲
南
省
石
林
県
を
実
例
に
」
『明
治
大
学
教
養
論
集
』
三

三
八
号
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
。

〈
13
>

陳
晶

「中
国
の
欝
東
南
苗
族
個
族
自
治
州
に
お
け
る
観
光
調
査

観
光
村
と
普
通
の
村
を
比
較
し
て
」
『社
会
学
論
叢
』

一
五
三

号
、
二
〇
〇
五
年
七
月
。

〈14
>

王
文
亮

『中
国
観
光
業
詳
説
』
日
本
僑
報
社
、
二
〇
〇

一
年
、

二
〇
五
頁
。

〈15
>

張
広
瑞

・
魏
小
安

・
劉
徳
謙
主
編

『旅
遊
緑
皮
書

・
二
〇
〇
三

～
二
〇
〇
五
年

中
国
旅
遊
発
展

"
分
析
与
予
測
』
社
会
科
学
文
献

出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
二
二
三
頁
。

〈16
>

『中
国
信
息
報
』
二
〇
〇
六
年
七
月
二
八
日
付
。

〈17
>

楊
建
翠

「成
都
近
郊
郷
村
旅
遊
深
層
次
開
発
研
究
」
『農
村
経

済
』
二
〇
〇
四
年
第
五
期
。

〈18
>

『漸
江
日
報
』
二
〇
〇
六
年
四
月
五
日
付
。

〈19
>

『江
蘇
経
済
報
』
二
〇
〇
七
年
六
月
二
二
日
付
。

〈20
>

『経
済
信
息
時
報
』
二
〇
〇
五
年

一
一
月

一
五
日
付
。
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